
※特許審査組織の改編前後の組織図 

 

改編前：4局25課10チーム、931名 

 

 
  

庁長  

 
 

   
   

 
  

次長 
 

 
 

   
    

        
審査企画局 

（9課・チーム、204名）  
審査1局 

（9課・チーム、244名）  
審査2局 

（9課・チーム、246名）  
審査3局 

（8課・チーム、237名） 

特許審査企画 
 

生活家電 
 

加工システム 
 

応用素材 

特許審査制度 
 

事務機器 
 

精密部品 
 

ロボット自動化 

エネルギー 
 

住居生活 
 

半導体 
 

次世代輸送 

自動車融合 
 

国土環境 
 

自動車 
 

バイオ 

情報技術融合 
 

住居基盤 
 

高分子繊維 
 

移動通信 

計測分析（チーム） 
 

電力技術 
 

コンピュータシステム 
 

金属（チーム） 

医療技術（チーム） 
 

精密化学 
 

薬品化学 
 

ディスプレイ機器（チーム） 

国際特許出願（1チーム） 
 

農林水産食品 
 

通信ネットワーク（チーム） 
 
マルチメディア放送（チーム） 

国際特許出願（2チーム） 
 

電子部品（チーム） 
 

資源再生（チーム） 
  

 

 

 

改編後：5局27課10チーム、957名（+1局 +2局、26名） 

   

庁長 

   

    

次長 

    

審査企画局 
（8課・チーム、162名） 

融合・複合技術 
（6課・チーム、164名）  

電気通信 
（8課・チーム、228名）  

化学生命 
（7課・チーム、194名）  

機械金属 
（8課・チーム、209名） 

特許審査企画 
 
（新）人工知能－ビッグデータ 

 
電気 

 
有機化学 

 
一般機械 

特許審査制度 
 

（新）モノのインターネット 
 

コンピュータ 
 

薬品化学 
 

制御機械 

生活用品 
 

（強）バイオ・ヘルスケア 
 

半導体 
 

基礎材料化学 
 

建設技術 

食品生物資源 
 

（強）知能型ロボット 
 

通信 
 

次世代エネルギー 
 

自動車 

住居基盤 
 

（強）自律走行（チーム） 
 

ディスプレイ 
 

高分子繊維 
 

動力技術 

家電製品 
 
（強）スマート製造（チーム） 

 
電子商取引 

 
医療技術（チーム） 

 
運送機械 

国際特許出願（1チーム）
   

電子部品（チーム） 
 

環境技術（チーム） 
 

計測技術（チーム） 

国際特許出願（2チーム）
   

放送メディア（チーム） 
   

材料金属（チーム） 

 

 

 

 

 


